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本年4月1日 よ り奥羽大学学長 を拝命 いた しました赤川安正です。奥羽大学歯学会 の
会員の皆様 にご挨拶 を申 し上 げます。
私 は1949年瀬 戸 内海 に面 した広 島県 の呉 で 生 まれ ま した。 中学 か ら広 島 に行 き,
1975年広島大学歯 学部 を卒業後大学院歯学研究科 に入学,単 位修得 ・退学の後広 島大 学
歯学部助手 とな り,以 後歯 学部 附属病 院講師,歯 学部助教授 を経 て,1993年に前任の津
留宏道教授 の後任 と して歯学 部教授(歯 科補綴学 第一講座)と な りました。以来,本 年
3月まで大学院医歯薬保健学研究院教授 や歯学部附属病院長 をつ とめながら,教育 ・研究 ・
臨床 に邁進 して まい りました。 その間,日 本補綴歯科 学会理事長,72の歯 学系学会 で構
成 され る日本歯学系学会協議会理事長,日 本学術会議連携会員 などを歴任,国 外 にあっ
て はInternational C llege of ProsthodontistsのCo-PresidentやInternational Journal
of ProsthodonticsのAssociate Editorもつ とめま した。 さらに,長 きにわたって厚生 労
働省の歯科医師試験委員 や先進 医療専門家会議構成 員の仕事 もしてきま した。研究テ ー
マはイ ンプラン トと高齢者歯科 であ り,本 年2月 にはAmerican Prosthodontic society
か らGolden Medallion Awardを,3月 に はIADRか らDistinguished cientist
Award in Prosthodontics and Implantsを受賞 しま した。本年3月を もって広島大学 を
定年退職 しま したが,この間にあって1年2ヶ 月の イエテボ リ大学留学(ス ウェーデン)
と4ヶ 月のハ ーバ ー ド大学留学(ア メ リカ)を 除いて,ず っ と広 島で過 ご したいわゆ る
Inbreedingな人 間です。縁 に結 ばれて本年4月 よ り奥羽大学 に まい りま したが,こ こ
に骨 を埋 める覚悟で精一杯 努力 し,奥 羽大学 を さらに魅力 ある大学 に したい と考 えてい
ます。
ご存知 のよ うに奥羽大 学歯学部 は,昭 和47年に設立 され 「高度 な専門知識 と技 能 を
備 えた人 間性豊か な歯科医師 を育成 す る」 ことを建学の理念 とす る東北歯科大学 が前身
です。平成25年には創立40年を迎 え,3月1日 現在です でに卒 業生は3,906名を数 える
ほどにな りま した。 この間,い くつ かの困難 もあったと思われ ますが,東 北地方 を中心
に 日本全 国で地域歯科医療の中心的担 い手 としての人材 を輩出 した ことは,大 きな誇 り
で あると認識 いた します。 この伝統 をしっか り受 け継 ぎなが ら,絶 えざる自己変革 を進
め,来 た るべ き時代のニ ーズ に合 う人材 を育成 して 日本有数の私立大学歯学部 を 目指 し
たい と考 えています。
少子化による大学全入が現実 とな るなかで,大 学 間の競争 は熾烈 を極 めてお り,私 立
歯科大学の歯学部 にあって は国家試験 の合格率 の向上 と学生定員の確保が もっ とも重要




の教員 ・職員 ・学生が一体 となって努力することにより,改善することが可能です。そ
してなにより,大学の教育力に磨きをかけ,心弾む教育を行って歯科医師国家試験に合
格 させることを学生 と保護者に約束 しなければなりません。一方で,ア カデ ミアでの革
新的な研究や先進的な臨床を推進することで奥羽大学の魅力をより高め,学生や保護者
に 「この大学に行きたい」,「この大学で学ばせたい」 と思わせ る価値を創造すべきです。
このためには奥羽大学に希望の風を起こすことが必要であり,①全教員 ・全職員が岐路




らも 「口から食べる生 きる喜び」を国民に与えることこそが歯科医師に求め られている
仕事です。このようななかにあって,今後の歯科医療は診療室完結型から診療室 ・地域
完結型になり,診療室中心から歯科医療やケアを必要としている人のところで行うこと
が強 く求められるに違いありません。 このように歯科医療が 「治す」治療から 「治 し,
生きることを支える」治療 と大 きく変化 していくなかで,奥 羽大学歯学部はこのような




ず実現 させる,そのような奥羽大学を全教員 ・全職員と心をひとつにしなが ら作って行
きたい,と 強 く思っています。自ら,その先頭に立つ覚悟と決意ですので,奥 羽大学歯
学会の会員の皆様のご理解 とご支援をなにとぞよろしくお願いいたします。
(奥羽大学学長)
